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地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
低
炭
素
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
大
き

な
政
策
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実

現
に
は
、
太
陽
光
、
地
熱
、
風
力
、
水
力
、

波
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
あ
ら
ゆ
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
と
省
エ
ネ
の
推
進
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
背

景
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
中
で
最
も
大
き
な

蓄
積
量
を
誇
る
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
間
伐

手
遅
れ
の
人
工
林
の
適
正
な
管
理
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
間
伐
を
定
期
的
に
行
い
、

あ
わ
せ
て
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
賢
く
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
森
林

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
効
率
的
に
進
め
る
と
、

林
地
に
残
存
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
が
少
な
く

な
り
、
土
壌
の
栄
養
分
が
減
る
な
ど
林
地

へ
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の

効
率
的
利
用
と
林
地
の
保
全
と
を
共
存
さ

せ
る
た
め
、
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
森
林
総
合
研
究
所
・
東
北
支
所
が
中
心

に
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

の
強
度
収
穫
と
林
地
保
続
性
の
共
存
」
を

紹
介
し
、
関
係
各
位
の
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
課
題
で

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
需
要
に
如
何
に
し
て
森

林
生
態
系
が
応
え
る
べ
き
か
の
基
礎
研
究

の
場
を
東
北
森
林
管
理
局
内

に
試
験
地
と
し
て
確
立
し
、

こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
地
域

社
会
の
中
で
バ
イ
オ
マ
ス
需

要
と
供
給
を
適
切
に
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
三
期
科
学
技
術
基
本
計

画
の
中
で
、
戦
略
重
点
科
学

技
術
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
と
持
続
的
な
シ
ス
テ
ム

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
的

な
利
活
用
は
、
ま
さ
に
こ
れ

に
合
致
し
て
い
ま
す
。
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
林
水
産

研
究
基
本
計
画(

平
成
十
九
年

改
訂)

の
研
究
開
発
項
目(

四)

バ
イ
オ
マ
ス
の
地
域
循
環
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
に
位
置
づ

け
ら
れ
ま
す
。
森
林
総
合
研

究
所
は
既
に
、
技
術
会
議
委

託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
域
活

性
化
の
た
め
の
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
」
に
お
い
て
、
岐
阜
中
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「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
賢
く
利
用
す
る
た
め
に
」

―
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
―

新
　
山
　
　
　
馨

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
　
地
域
研
究
監

山
間
地
域
を
対
象
に
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
モ

デ
ル
に
関
す
る
研
究
を
平
成
十
九
〜
二
十

一
年
に
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
中
小
の
製

材
工
場
に
お
け
る
残
材
活
用
の
方
向
性
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
総
研
委
託
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
北
東
北
三
県
の
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
可
能
量
の
市
町
村
毎
の
推
計

と
コ
ス
ト
に
関
す
る
数
値
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
、
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
全
木
、
全
幹
、

短
幹
集
材
と
い
っ
た
集
材
タ
イ
プ
ご
と
の

生
産
性
や
収
穫
後
の
林
地
の
地
力
や
森
林

生
態
系
全
体
へ
の
影
響
に
関
し
て
調
べ
た

デ
ー
タ
は
少
な
く
、
様
々
な
林
地
で
相
互

に
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
人
工
林
の
長
伐
期
化
と
今
後
の
多

様
な
森
林
施
業
に
即
し
た
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
の
持
続
性
に
つ
い
て
、
全
く
新
し

い
視
点
で
の
研
究
の
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
目
標

・
東
北
地
域
を
対
象
と
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
の
需
要
者
と
森
林
組
合
や
素
材
生

産
業
等
の
供
給
者
を
つ
な
ぐ
モ
デ
ル

を
提
示
す
る
。

・
東
北
地
域
を
対
象
に
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
収
穫
工
程
を
既
存
の
森
林
作
業
に

組
み
込
む
シ
ス
テ
ム
を
提
示
す
る
。

・
東
北
森
林
管
理
局
内
に
試
験
地
を
設

定
し
、
異
な
っ
た
収
穫
作
業
に
よ
る

林
地
へ
の
初
期
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
得
る
。

期
待
さ
れ
る
成
果
と
そ
の
活
用

・
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
積
極
的
に

取
り
組
む
市
町
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

・
収
穫
コ
ス
ト
と
環
境
影
響
に
配
慮
し

た
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
強
度
収
穫
指
針

を
作
成
す
る
。

・
収
穫
強
度
を
変
え
て
間
伐
を
行
い
立

地
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
特
に
初

期
イ
ン
パ
ク
ト
と
短
期
的
回
復
状
況

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
。

こ
れ
は
次
期
の
長
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
盤
デ
ー
タ

と
な
る
。


